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  第5回学習会
フォーラム・子どもたちの未来のために

2017/3/ 6/Monday / open 17:30 start 18:00

日本出版クラブ会館 / 新宿区袋町 6 TEL03-3267-6311

　

　　　　　　　
主催：「フォーラム・子どもたちの未来のために」（http://www.f-kodomotachinomirai.com/）実行委員会
絵本学会、絵本作家・画家の会、童話著作者の会、日本国際児童図書評議会
日本児童図書出版協会、日本児童文学者協会、日本ペンクラブ「子どもの本」委員会

お申し込みは上記各団体、もしくは以下問い合わせ先へ

日本児童図書出版協会／ Mail:kodomo@kodomo.gr.jp  TEL03-3267-3791 FAX 03-3267-5389

山田健太 (やまだけんた)プロフィール　

専修大学文学部（人文・ジャーナリズム学科）教授・学科長。

1959年、京都市生まれ、青山学院大学卒。日本新聞協会、英国エセックス大学人権法
研究所客員研究員、 日本新聞博物館学芸員を経て、12年より現職。専門は言論法、ジ
ャーナリズム論。 早稲田大学大学院ジャーナリズムコース、法政大学法学部等でも講
師を務める。
日本ペンクラブ理事・言論表現委員会委員長、情報公開クリアリングハウス理事、 自由
人権協会理事、世田谷区個人情報保護審議会委員など。

テロ等組織犯罪準備罪（共謀罪）と
出版・表現の自由 講師／山田健太

● ●

●●

現政権は、「テロ等組織犯罪準備罪」（共謀罪）の法案新設を狙っています。犯罪を行おうと２人以上で合意した段階で処罰で
きる「共謀罪」は、過去３度にわたり国会に提出され、そのたびに国民の大きな反対によって廃案となっています。なぜ反対が
強いのか……刑法は実際の犯罪行為で具体的な被害や危険が生じてから罪に問うのが原則。しかし、共謀罪は話し合ったり、
メールをやりとりしたりするだけで罪になります。いわば、思想信条の自由が侵される可能性があるのです。そこで今回は、この
法案を巡る論点・問題点について、専修大学教授の山田健太氏に、出版・表現の側面からおはなしいただきます。
どうぞ、ふるってご参加ください。（参加費1000円　20 ：00 終了予定）


